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論  文  内  容  の  要  旨  

 

 スタチンは糖代謝を悪化させることが知られているが、ある状況下では改善するという報告もあ

る。今回我々は、これらの違いが、スタチンとＰＯＮ１遺伝子多型の交互作用の結果であるかどう

かを検討した。日本人の成人 2 型糖尿病患者 3,798 名を対象に断面調査を実施した。PON1 

Q192R 遺伝子多型を代表的な一塩基多型として用い、野生型 Q アレルの相加的な効果に焦

点をあてた。スタチン治療をしている患者としていない患者で、このアレルと空腹時血糖、HbA1ｃ、

C ペプチド、HOMA2-%β、HOMA2-IR の関係を別々に線形回帰モデルで検討し交互作用つい

て検定することによって 2 群間を比較した。さらに 2 群間の臨床背景の不均衡を是正するために

傾向スコアを用いた感度分析を行った。スタチン治療群では、Q アレルの数は空腹時血糖と HbA

１ c の低値、C ペプチドと HOMA2-%βの高値と線形な関係であった（すべての傾向性 P 値は 0.01

未満）が、スタチン治療をしていない群ではそのような関係は認められなかった。これらの相違は、

C ペプチドと HOMA2-%βに関してのみ統計学的に有意であった（交互作用の P 値は 0.01 未

満）。多変量調整後もこれらの関係は有意に認められ、傾向スコアを用いた感度分析でもこれら

の関係の一貫性が示された。スタチン治療をしている患者で PON1 Q192R 遺伝子多型の Q ア

レルは糖代謝、特にインスリン分泌における改善を示し、スタチン治療で利益を受ける患者を同

定するために、PON1Q 192R 遺伝子型を同定することの重要性が示唆された。 
 
 

  


